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1. 背景 

農村地域での人口減に対し，定住人口の増加策に加えて，住民・非住民を問わない外部人材の地域活

動への活用が進められてきた．近年は特に非住民を参加させる動きが活発化しており，担い手としての

外部人材の中心はかつて住民だった非住民，すなわち他出子弟から外部の非住民へと移ってしまった． 

貴重な非定住の担い手である他出子弟に関する既往研究は，対象が条件不利地域に偏っており，都市

近郊農村においても同様の人口減少とそれに伴う人手不足の問題は発生している一方，担い手となる他

出子弟の存在については未だ明らかにされていない． 

農村における居住形態は多様化し，住民・非住民の枠にとらわれない居住と地域維持への関与が進

んでいる．こうした状況において，定期的な帰省・訪問者のような移動する人材への着目は，農村部

の集落機能の維持に資する意義が大きい．都市近郊農村においても，兼業化や離農の進行により住民

単独での地域維持が困難な現状が指摘されており，完全な外部者でない他出子弟の果たす役割と活用

可能性の解明には一定の意義がある． 

2. 目的 

本研究は，都市近郊農村における他出子弟が家庭内や地域内で果たす役割および居住者から担うこ

とを期待される活動を把握することを目的とする．また，既知の条件不利地域における他出子弟との

比較から相違を検討する．現状と傾向を踏まえ，都市近郊農村における地域維持活動の担い手として

の他出子弟の活用の方向性を検討する． 

3. 方法 

3.1 研究対象地 

研究対象地は神戸市西区神出町広谷とする．人口は 65 世帯 128 名で，西神ニュータウンに近く交通

は至便であり，近隣には工業団地が多数立地している平地農業地域にである．高齢化率は 65%で人口減

少と高齢化が進行しており，耕作放棄が増加しつつある。これを背景に令和 6 年度から神出町の祭りへ

の参加を取りやめるなど集落機能の維持が問題となっている． 

3.2 調査方法 

2024 年 9 月から 10 月にかけて，広谷地区全世帯を対象として他出子弟の存在状況・属性・現在行っ

ている活動について尋ねるアンケートを行った．回答者は各世帯の世帯主で，有効回答数は 41 世帯，有

効回答率は 80.3%であった． 

居住世帯に対しては 2024 年 10 月に広谷地区の 4 つの隣保から最低 2 名ずつとなるよう自治会長の選

んだ親世代の 9 名に対し他出子弟および子世代の居住者に対する活動の期待について，日程上聞き取り

調査が可能であった子世代 3 名と明石市居住の他出子弟 1 名に対し現在の活動実態について半構造化イ

ンタビューを行った． 聞き取りでは，居住世帯と他出子弟の属性，他出子弟の帰省・訪問頻度とその目

的，居住者が他出子弟に対して期待する活動，居住者と他出子弟の現在の家庭内と地域での活動状況に

ついて尋ねた． 
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4. 結果 

他出子弟がいると回答した世帯は 41 世帯中の 20 世帯とほぼ半数に及んだ．他出子弟の帰省・訪問

頻度については，全体の 37.5%にあたる 18 名が 1 か月に 1 回以上という高い頻度で帰省・訪問を行っ

ていることが明らかになった．既知の中山間地域や過疎地域における他出子弟とは異なる帰省・訪問

傾向を示す集団であるため，本研究では帰省・訪問の頻度によって他出子弟を 2 つのグループに分

け，そのうち 1 か月に 1 回以上の高い頻度で帰省・訪問を行うものを「半居住者」として定義した． 

半居住の他出子弟がいる世帯といない世帯の他出子弟への期待を比較すると，半居住の他出子弟がい

る世帯は自治会活動への参加といった地域活動，農繁期以外の農作業手伝いへの期待がそれぞれ平均

2.42，3.33 と，いない世帯の 1.20，1.67 に比べて高いということが明らかになった(図 1)．  

他出子弟の帰省・訪問の目的として休憩や家族団らんなどの「自身のための帰省」や特に目的のない

帰省が 25%程度挙げられた．半居住者とそうでない他出子弟の帰省・訪問の目的を比較すると，家庭内

手助け・農繁期の農作業・特に目的のない帰省の項目では半居住者がそれぞれ 22.2，23.1，27.8%と，そ

うでない他出子弟の 0.0，7.1，10.0%よりも高い割合を示した(図 2)．  

聞き取り調査からは，半居住者が実家世帯の農業労働力を補完しているほか，目的のない帰省が実家

世帯に安心・信頼感を与えていること，果たす役割は子世代の居住者に近いことが明らかになった。 

図 1 他出子弟に対して期待する活動   図 2 他出子弟が担う活動(選択%)  

1：しなくてよい 5：してほしい 

 

5. 考察 

都市近郊農村では近隣地域に居住し頻繁に出身集落への帰省・訪問を行う半居住者が存在しているこ

とが明らかになった．その活動実態は半居住でない他出子弟よりもむしろ居住者に近い存在であるとい

える．広谷地区で半居住者が一定数存在できた要因として，平地農業地域でありながらも幹線道路が通

っており周辺に複数の工業団地があるという地理的特性により，他出者が周辺地域にとどまりやすいと

いうことが考えられる． 

中山間地域や過疎地域においてこれまで研究対象となってきた他出子弟は農繁期の農作業や年に数

回の行事への参加といった役割を担うことが多かったが，都市近郊農村における半居住者はこれに加え

て日常的な農作業の手伝いや家庭内の手伝いといった幅広い役割を担っている．このことから，半居住

者は世帯単位での活動を居住者に近い立場で担える人材，実家世帯に安心感・信頼感を与える存在とし

ての活用が期待される．また，都市近郊農村において世帯単位で平時の農業労働力となっている半居住

者は，草刈りや地域共同での管理作業といった農地保全のための組織的対応への参画素地があると考え

られる．すなわち「世帯主の代わりに草刈りに出る」のように，家庭内の役割の延長として地域レベル

の活動への関わりを持つことで．半居住者を組織的対応に組み込むことが期待される．また，今後他出

子弟を地域活動維持の担い手として活用するためには，地域活動のうち住民だけしか担えない役割とそ

うでない役割を明確化することが重要となる．自治会活動のような共同活動の中心部に半居住者を組み

込むには地域住民のコンセンサスが必要である． 
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